
「遊 び」 を 通 し て！
幼児教育は、小学校以降の学年に応じた体系的な学習に重点

を置く学校教育とは異なり を中心として総合的に実践、『遊び』

されるものです。幼児期にこのような学びを経験することによ

って、２１世紀型学習の柱である課題解決型・課題探求型の学

習に求められる資質能力の基盤が形成されます。

そのために、本園では「自由遊び」の時間の充実を図ること

を目標に取組を進めています。幼児教育は 「環境による教育」、

と言われますが、遊びの内容が発展したり、遊びを通して友達

同士の関係が深まったりすることを念頭に置いて、環境を整え

ています。

屋外では、園庭での「 」が盛んで色水遊び

す。プールの前の「 」では、子色水コーナー

どもたちがプランターの花や草を使って、す

砂り鉢ですり潰して色水を作っています 「。

」も大人気場での水遊び

です。砂場の横の水道か

、ら大きな容器に水を入れ

その水を汲んで石鹸を入

れて泡立てたり、砂場に

水を流し込んで「川」や

」「 」 。「海 を作ったりして遊んでいます 土山

も面積が広がり、いつも人だかりができて、

駆け上ったり下りたりして遊んでいます。

屋内では、年長クラスにおいては自主的に

「コンサート（合「お客さん」を呼んで

を開いたり（うめ組 、お寿司やお唱 」） ）

菓子やジュース等の を開「お店屋さん」

いているクラス（さくら組）もあり、学

年の枠を超えて多くの子ども達で賑わっ

ています。

今後も、子どもの遊びを見守りつつ、

遊びが発展していくように、積極的に関

わっていきたいと考えています。なお、

各クラスの子どもの遊びの様子は、玄関

の掲示板のドキュメンテーションやクラ

ス便りをご覧ください。

７月の主な予定
7/１ (水 ) プール開き

６ (月 ) 参観日 (きく組 ) 8:30～ 14:30

７ (火 ) 参観日 (ゆり組） 8:30～ 14:30

８ (水 ) 参観日 (ばら組） 8:30～ 11:30

９ (木 ) 参観日 (もも組） 8:30～ 11:30

１０ (金 ) 参観日 (すみれ組） 8:30～ 11:30

１３ (月 ) 参観日 (つくし組） 8:30～ 11:30

１４ (火 ) 参観日 (どんぐり組） 8:30～ 11:30

１５ (水 ) 参観日 (さくら組） 8:30～ 14:30

１６ (木 参観日 (うめ組 ) 8:30～ 14:30） 通常保育

午前保育 早・延長あり１７ (金 ) １学期終業式

通常保育２０ (月 ) 夏季保育 縁日遊び（年長）

２１ (火 ) 夏季保育 縁日遊び（年中）

２２ (水 ) 夏季保育 縁日遊び（年少）

２７ (月 ) 夏季保育 縁日遊び（満３）

２８ (火 ) 夏季保育

２９ (水 ) 夏季保育

３０ (木 夏季保育）

PTA本部役員会 19:00３１ (金 ) 夏季保育

日程変更⇒ ふ れ あ い 祭 り (１ ８ 日 )が 中 止 に な っ た 関

係 で 、 １ ６ 日 と ２ ０ 日 を 通 常 保 育 に 変 更

しました。

園庭で「野菜」を育てています！
園庭では、クラス毎にプランターで色々

な野菜を栽培しています。子どもたちは、

野菜の生長の様子を見に来ては、言われな

くても進んで をしています。代わる水やり
代わる水やりに来るので、水のやりすぎが

心配になるほどです。野菜が生長して、み

んなで 食べるのが楽しみです。

○つくし組○どんぐり組・・・ミニトマト・オクラ

○ばら組○もも組○すみれ組・・・ナス・トマト・オクラ

○きく組○ゆり組・・・キュウリ・オクラ・ミニトマト

○さくら組○うめ組・・なすび・キュウリ・枝豆・オクラ

ミニトマト・落花生

園庭に「畑」を作りました！
真夏になるとプランターは常に水切

れの心配があるので、園庭に畑を作る

ことにしました。場所は、アンパンマ

ンワールドのフェンス側です。幅は約

６０ｃｍで長さは約１９ｍです。これ

。まで以上に多くの野菜が栽培できます

子どもたちと一緒に野菜を育てていき

たいと思います。
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